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意見聴取等の進め方

１

○意見聴取の実施について（案）

(1)意見聴取対象
筑後川水系ダム群連携事業の関係地方公共団体からなる検討の場における検討を踏まえ、

「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」に示されている検討結果の報告
書（素案）を作成し、関係者の意見を聴く予定。

(2)意見を聴く者と意見聴取方法
①学識経験を有する者
河川法第16条の2に準じて、河川に関し学識経験を有する者から意見を聴く予定。

（別添－１）

②関係住民
河川法第16条の2に準じて、朝倉市及びみやき町にて「住民の意見を聴く場」を開催し、

意見を聴く予定。また、関係住民からの意見聴取を補足する手段として、電子メール等を
活用した意見募集を並行して実施予定。（別添－２）

③関係地方公共団体の長
河川法第16条の2に準じて、筑後川水系ダム群連携事業に関係する福岡県知事、佐賀県知事

の意見※１を聴く予定。※２

※１「関係都道府県知事が意見を述べようとするときは、あらかじめ、関係市町村長の意見を聴かなければならない」（河川法施行令第10条の4）
※２ 関係地方公共団体の長への意見聴取は、①及び②の状況について報告した上で意見を聴く予定。



 

 

（案） 
 

 

「筑後川水系ダム群連携事業の検証に係る検討報告書（素案）」に対する 

学識経験を有する者の意見聴取の場の開催について（概要） 
 

 

 

１．概要  

河川法第16条の2に準じて、河川に関し学識経験を有する者から意見を聴く予定です。 

 

２．意見聴取対象  

「筑後川水系ダム群連携事業の検証に係る検討報告書（素案）」（以下「報告書（素案）」） 

 

３．開催日時  

平成２８年●月●日（●）  ●●時●●分から  

 

４．開催場所  

●●市内 

 

５．公開等  

・会議は公開。  

・カメラ撮りは冒頭部分のみ可。  

  

６．学識経験を有する者 

   

                  （五十音順敬称略） 

氏  名 主 分 野 所  属  等 

楠田 哲也 環境工学 
九州大学高等研究院 

特別顧問・名誉教授 

古賀 憲一 水環境・水質 佐賀大学 名誉教授 

小松 利光 
河川工学 

水理学 
九州大学 名誉教授 

駄田井 正 経済 久留米大学 名誉教授 

徳田 誠 生態・環境 佐賀大学農学部 准教授 

松井 誠一 生態学（魚類） 元 九州大学大学院教授 

矢野 真一郎 沿岸環境 九州大学大学院工学研究院 教授 

 

  

 

 

 

別添－１



 

（案） 

 

 

「筑後川水系ダム群連携事業の検証に係る検討報告書（素案）」 

に対する関係住民の意見聴取について（概要） 

 

 

１．概要 

今後の検討の参考とするため、以下により関係住民の皆様からの意見を聴く場（以下「意見を聴

く場」という）を開催し、意見聴取を行う予定です。 

なお、意見を聴く場の開催に加えて、当日都合により発表できない方にも意見を発表していただ

く機会として紙面による意見を提出していただくことも併せて行います。 

 

２．意見聴取対象  

「筑後川水系ダム群連携事業の検証に係る検討報告書（素案）」（以下「報告書（素案）」） 

 

３．意見聴取対象者 

福岡県内、佐賀県内に在住の方を対象とします。なお、紙面による意見については、福岡県、佐

賀県外在住の方からも受け付けます。 

 

４．意見を聴く場への応募方法（意見の発表をご希望の方） 

  (1) 応募方法 

   報告書（素案）に対して、意見の発表を希望される方は、ご意見、ご希望の日時を「応募用

紙」に記載の上、提出してください。 

 (2) 「応募用紙」の入手方法 

   ① インターネットによる入手 

   国土交通省九州地方整備局ホームページ 

  ② 紙媒体による入手 

   報告書（素案）の閲覧場所において応募用紙を配布。 

 (3) 「応募用紙」の提出先及び提出期限 

   応募用紙に必要事項を記入の上、以下の提出先まで期限内に送付。 

   提 出 先：国土交通省九州地方整備局 河川部河川計画課 

   提出方法：①郵送、②ＦＡＸ、③電子メール、④回収箱への投函のいずれか 

   提出期限：平成28年●月●日（●）●時必着。 

    ※④回収箱への投函の場合、資料の閲覧場所に設置している回収箱への投函 

   ※資料の提出先や閲覧場所等の詳細については、後日、お知らせする予定。 

 (4) 意見を聴く場の開催日時、開催場所 

   開催日時：平成28年●月●日（●）●時 （２日間を予定） 

    開催場所：朝倉市内及びみやき町内 

 (5)留意事項 

 ・意見の発表を希望される方は、何れかの方法で申し込み 

① 事前申込：『応募用紙』を郵送・ＦＡＸ・電子メール・回収箱への投函の何れかの方法 

で提出 

② 会場で申込：「開催場所」の会場受付で、意見の発表の希望を係のものに申し出 

 ・ご意見の発表の順番は、事前申込を頂いた方を優先 

 ・意見の発表は、お一人につき１回５分を目安（応募者数により変更の可能性あり） 

 ・意見の発表は公開 

 ・代理人による意見の発表は不可  

別添－２



 

５．紙面による意見提出方法（紙面による意見提出をご希望の方） 

 (1) 意見提出方法 

   報告書（素案）に対して、紙面により意見の提出を希望される方は、意見等を「意見提出様

式」に記載の上、提出してください。 

 (2) 「意見提出様式」の入手方法 

  ①インターネットによる入手 

   国土交通省九州地方整備局ホームページ 

  ②紙媒体による入手 

      報告書（素案）の閲覧場所において配布 

 (3) 「意見提出用紙」の提出先及び提出期限 

  意見提出用紙に記入の上、以下の提出先まで期限内に送付。 

   提出先：国土交通省九州地方整備局河川部河川計画課 

   提出方法：①郵送、②ＦＡＸ、③電子メール、④回収箱への投函のいずれか 

   提出期限：平成28年●月●日（●）●時必着。 

    ※④回収箱への投函の場合、資料の閲覧場所に設置している回収箱への投函 

   ※資料の提出先や閲覧場所等の詳細については、後日、お知らせする予定。 

 (4)留意事項 

     ・提出された意見は公開 

 



（応募用紙） 

筑後川水系ダム群連携事業の検証に係る検討報告書（素案）に対する 

関係住民からの意見を聴く場 

～ 応募用紙 ～ 

 
「筑後川水系ダム群連携事業の検証に係る検討報告書（素案）」について、意見を述べたいので、次のとお

り応募します。  
 
（ふりがな） 

氏名               
 
住所        県        市 ・ 町 

 

連絡先 電話番号               
 
年代（○で囲んで下さい） 10代・20代・30代・40代・50代・60歳以上 

 
性別（○で囲んで下さい）  男性  ・  女性  

 
【意見の発表を希望する日】(希望される会場をいずれか１つ○で囲んで下さい) 
 
会場： ①（朝倉市●●会場）●月●日（●）●:●～  ②（みやき町●●会場）●月●日（●）●:●～ 
 

 
【述べられたいご意見の要旨】 ※各項目に関して２００文字以内で記載して下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本応募用紙については、「行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律」に基づき適切に取り扱います。
また、頂いたご意見とともに、属性（年代、性別）及び住所のうち、県名と市町村名を公表する場合がありま
す。 



（意見提出様式） 

国土交通省九州地方整備局河川計画課内 

「筑後川水系ダム群連携事業の検証に係る検討に関する意見募集」事務局 宛 

 

筑後川水系ダム群連携事業の検証に係る検討報告書（素案）に対する意見募集について 

① 氏名（フリガナ）  

② 住所  

③ 電話番号又は 

メールアドレス 
 

④ 職業  ⑤ 年齢  ⑥ 性別  

意見該当箇所 ⑦ご意見は項目ごとに２００文字以内で記載してください。 

（ご意見が200字を越える場合は、併せてその内容の要旨(200字以内)も記載してください。） 頁 行 

   

 


